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う
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生
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し
て
み
て
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タンザニアで救急車と

して使われている自転

車＝ジョイセフ提供

ワ
途
上
国
に
自
転
車
　
　
　
　
学
校
の
学
費
は
３
年
で
約
３

　
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家
族
計
画
分
円
か
か
る
た
め
、
進
学
を

国
際
協
力
財
団
）
は
届
い
た
ハ
あ
き
ら
め
る
子
が
少
な
く
な

は
が
き
を
換
金
し
、
再
生
自
　
い
と
い
う
。
奨
学
生
は
小
学

転
串
を
贈
っ
て
い
る
。
　
　
校
長
が
推
薦
し
、
確
実
に
学

　
途
上
国
で
自
転
車
は
高
価
費
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
、

で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
１
台
教
師
が
通
帳
を
管
理
す
る
。

が
年
収
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
。
　
　
受
け
付
け
は
関
東
Ｉ
都
６

一
病
人
を
運
ぶ
畏
服
な
手
段
で
県
と
新
潟
県
の
ジ
ャ
ス
コ
な

　
「
命
の
足
」
な
ど

と
呼
ば
れ
、
大
切

に
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
東
京
都
や

広
島
市
な
ど
か
ら

提
供
さ
れ
た
放
置

自
転
車
を
組
み
立

七
直
し
、
こ
の
1
8

争
闘
で
8
6
力
国
に

約
５
万
台
を
贈
っ

・
だ
。
輸
送
は
日
本

郵
船
が
協
力
し
て

い
る
。

　
送
り
先
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ジ
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東

京
都
新
宿
区
市
谷

旧
打
Ｉ
Ｄ
Ｏ
晨
重

書き損じはがきで国際協力

ど
計
7
6
店
の
サ
ー

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

で
、
２
月
2
8
目
ま

で
。
昨
年
は
約
３

万
枚
が
寄
せ
ら

れ
、
4
0
人
に
支
給

し
た
。

　
ま
た
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ド
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犬
津
波
な
ど
世

界
の
被
災
地
に
医

師
や
看
護
師
を
派

悪
し
て
い
る
国
際
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療
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